
 

銀行名 十六銀行 

タイトル 長良川ＤＭＯとの連携による観光産業への支援 

取組み内容 

 

〇十六銀行は、観光産業活性化に向け連携してきたＮＰＯ法人ＯＲＧＡＮが、東海

圏初の地域連携ＤＭＯ（長良川ＤＭＯ）に登録されたことを契機として、平成

28年5月30日に｢観光地域づくりに関する協定｣を締結した。 

 

〇これまでにＮＰＯ法人ＯＲＧＡＮが主体的に実施するイベント「長良川温泉泊覧

会」の運営（平成 24～）や、経済産業省事業地域資源活用ネットワーク形成支

援事業参画（平成27）、クラウドファンディングを活用した新規事業の資金獲得

への協力（平成28）等、多岐に渡る支援を行った。 

 

〇今後、本協定に基づき、平成28年4月に地方創生推進委員会内に新設した「観 

光産業部会｣を積極的に活用し、観光ＰＲを初め、効果的な資金調達手段の提供 

や創業者の支援を行うことで、観光産業の活性化に貢献していく。 

 
 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル 地方創生の推進に向けた体制整備 

取組み内容 

 

〇十六銀行は、平成27年4月に法人営業部内に「地方創生デスク」を設置し、地 

方公共団体目線の相談しやすい体制を示すとともに、相談窓口となる営業店と本 

部が一体感を持って取り組める体制を整備した。 

 

〇同年9月には、当行グループの総力を結集し、地方公共団体の施策に対して、ス 

ピード感を持ってより高度な提案を行うべく、本部各部を横断する組織として

｢地方創生推進委員会｣を設置し、本委員会を８回開催した。各地方公共団体の総

合戦略における諸課題解決に向けた本部各部および関連会社による意見交換を

経て、8団体への提案を行った。 

 

〇平成28年4月には、これまでの地方創生の取組みをより深化し、各地方公共団

体の総合戦略（ＫＰＩ）に対する成果を高めるため、地方創生推進委員会内に、

「まちづくり」「観光産業」「中核企業支援」「移住・定住」の4つの部会を新設

し、部会ごとにテーマを絞ることで、活発な意見交換がはかられ、各部・各社の

施策に基づいた専門性の高いサポートが立案できる体制を構築している。 

 
 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル ｢ＤＩＹ型空き家リノベーション事業｣に係るローンの取扱い開始 

取組み内容 

 

〇十六銀行は、今後予想される人口減少と空き家の増加に係る問題を解決すること 

 を目的として、平成28年5月24日に、各務原市と｢地方創生『空き家リノベー 

ション事業』に係る連携協定｣を締結した。 

 

〇同日より、本協定に基づき、各務原市が取り組む｢空き家リノベーション事業｣

に係る改装資金の融資等、空き家の借主を支援するためのリフォームローンの取

扱いを開始した。｢空き家リフォーム・解体サポートローン（地公体連携プラン）｣ 

 

〇本商品は、空き家の借主が賃貸物件を自身のライフスタイルに合わせて自由にカ 

スタマイズするための資金を支援するための商品であり、空き家をリノベーショ 

ンしながら、持ち家のように住むことができる住宅施策を推進することにより、 

空き家の積極的な利活用および子育て・若年世代の移住定住を促進するもの。 

 
 
 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル 海外ビジネス支援ネットワークの拡充 

取組み内容 

 

①ベトナム計画投資省外国投資庁との業務提携 

 平成 27年 11 月にベトナム計画投資省外国投資庁との間で、取引先のベトナム進

出支援および現地ビジネスの支援体制強化を目的とした業務協力協定を締結。平

成 27 年 6 月にはハノイ、12 月にはホーチミンにて、それぞれ同省との共催でセ

ミナー・交流会を開催。 

  

②香港貿易発展局との業務提携 

 平成 28 年 1 月に香港貿易発展局との間で、取引先の海外販路開拓支援、取引先

への貿易・投資情報の提供を目的とした「相互協力の合意書」を締結。同局との

連携により、海外販路開拓セミナーの開催やフード・エキスポの出展等に取

り組み、取引先の海外でのビジネスチャンス創出を支援し、地域経済の活性

化をサポートしていく。 

 

③メキシコ合衆国アグアスカリエンテス州・ハリスコ州との業務協力開始 

 平成 28 年 2月に、国際協力銀行がメキシコのアグアスカリエンテス州および

ハリスコ州との間で締結した「中堅・中小企業の現地進出支援に係る覚書」 

 に参加する形で、両州との業務協力を開始。両州のジャパンデスクを活用し、

メキシコでの事業展開ニーズがある取引先に対して、各種情報提供によるサ

ポートを行っていく。 

 

④海外コンサルティング機関との業務提携拡充 

 取引先の海外進出をサポートとする目的で、平成27年度中、新たに以下の海外

コンサルティング機関と業務提携に至る。海外案件に関する相談窓口、セミナー

講師として活用していく。 

株式会社ジェイ・ウィル・インターナショナル、株式会社フェアコンサルティン

グ、株式会社プロネクサス 

 

 
 
 
 



 
 

銀行名 十六銀行 

タイトル 
中小企業再生支援協議会の関与のもと、プロパー債権ＤＤＳおよび保証協会保証付

ＤＤＳを導入した抜本再生支援事例 

取組み内容 

 

【取引先】 

Ａ社（事務用品製造業） 

【案件概要】 

・ Ａ社は、昭和 36 年 2 月に現代表者の父が創業した事務用品製造業者であ

り、大手事務機メーカーのＯＥＭを中心に事務用品の製造受託を主業とし

ている。 

・ バブル崩壊前までは、計画的に設備投資を行いながら順調に事業を拡大し

てきたものの、バブル崩壊を機に、受注の減少や取引先の倒産といった外

部環境要因に加え、自社工場の火災による休業という不測の事態が起きた

ため、当社の経営が急速に悪化した。加えて、事業拡大時の設備投資によ

る借入負担が重く、実質債務超過に陥った。 

・ このため、平成 17 年 5 月に中小企業再生支援協議会の関与のもと、外部

専門家の支援を受けて経営改善計画を策定し、金融機関からリスケ支援を

継続的に受けながら経営改善を進めてきた。 

・ 事業に関しては、経営改善の取組みにより収益性が改善され、キャッシュ

フローが確保できるようになった。ただし、過大債務による債務超過につ

いては早期解消の目処が立たず、経営改善の出口が見えてこない状況であ

った。 

・ こうした状況を踏まえ、出口戦略の抜本支援策として金融機関債権を劣後

化（ＤＤＳ）することにより、財務体質を改善させるとともに再生スピー

ドを加速させることが必要であると判断した。 

・ ＤＤＳ導入を検討するにあたり、当社にとって債権の劣後化による財務体

質効果を得るには当行プロパー債権のみではなく、政府系金融機関の債権

さらには保証協会保証付き債権についても劣後化することが必要である

ことが判明した。これまで信用保証付き債権の劣後化の実績はなく、また

政府系金融機関および信用保証協会と協調して取り組む必要があったこ

とから、改めて中小企業再生支援協議会に案件を持ち込むこととした。 

・ 上記を踏まえ、営業店が本部と連携して債務者と協働し、政府系金融機関

および信用保証協会と交渉を重ねた結果、中小企業再生支援協議会関与の

もとＤＤＳ導入を盛り込んだ実抜計画を策定した。 

・ 計画に基づき、当行プロパー債権、政府系金融機関債権に加え、信用保証

付き債権についても劣後化し、信用格付についても破綻懸念先から要注意

先へ格上げした。 

 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル 『第十回 全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミクス甲子園 岐阜大会」』の開催 

取組み内容 

 

岐阜県内の高校生に、楽しみながら金融経済を学んでいただくことを目的とし

て、平成27年 12月 20日（日）、岐阜市の「みんなの森 ぎふメディアコスモス」

において開催した。岐阜大会は今回で6回目の開催となる。 

 当日は、17チーム・34名が筆記クイズや早押しクイズなどを通して金融経済の

知識を競い合った。 

 優勝チームは、平成28年2月28（日）に開催された全国大会において“ベスト

8”に入った。 

 
 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル 『夏休み親子特別企画「じゅうろくキッズフェスタ！」』の開催 

取組み内容 

 

平成 27 年 7 月 30 日（木）、31 日（金）の 2 日間にわたり、当行研修所にて

「じゅうろくキッズフェスタ！」を開催した。 

応募総数 690 通の中より、抽選で、2 日間合計 100 組 200 名の小学生の親子

をご招待した。 

子供たちは、金融クイズに挑戦したり、実際に営業店で使用しているシステ

ムで、自分だけの通帳作成体験をしたり、県金融広報アドバイザーの方からお

金の話をギターの弾き語りに合わせて聴くなど、楽しく学んだ。 

その他、当行卓球部との対戦や、食品サンプルづくり、カブトムシふれあい

体験などを通して、親子の絆も深めるなど、イベントは大いに盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル 「じゅうろくプロムナードコンサート２０１５」の開催 

取組み内容 

 
地域の皆さまに、芸術・文化に触れていただく機会を提供することを目的と

して、平成 27年 10 月 14 日（水）に、愛知県芸術劇場コンサートホールにて開

催した。 

今年で 19 回目となる本コンサートには、応募総数 4,603 通の中から 550 組

1,100 名さまをご招待し、“名フィル”の愛称で親しまれている東海地方を代表

するオーケストラ「名古屋フィルハーモニー交響楽団」と、マルチな才能で活

躍するヴァイオリニスト、川井郁子氏、実力・人気ともに日本を代表するピア

ニスト菊池洋子氏を迎え、迫力ある演奏をお楽しみいただいた。 

 

 

 
 
 
 
 



 

銀行名 十六銀行 

タイトル 「十六銀行 卓球教室」の開催 

取組み内容 

  
平成 28 年 1 月 31 日（日）に、じゅうろくてつめいギャラリーにて「十六銀

行 卓球教室」を開催した。この教室は、世界に通用する若手有力選手の育成と

強化を目的として、平成 25年度より岐阜県卓球協会とともに開催しており、今

回が 3回目となる。 

今年は、岐阜県卓球協会より選抜された岐阜県内の女子中学生 18名に、日本

卓球リーグ女子 1 部にて活躍する当行卓球部が直接、本格的な技術指導を行っ

た。 

今後も、当行は世界で活躍できる選手の輩出を目指すほか、スポーツ振興を

通じて地域の更なる活性化と発展を目指していく。 

 
 


